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ヒューマンクリエイションホールディングスが 2025 年９月期第２四半期決算を発表 
２Q単期売上高は前年同期比 16.3%増、営業利益は同 22.7%増、 

通期業績予想は 3億円増の 8,906 百万円に修正 
 
当社は、本日 2025 年５月 12 日、2025 年９月期 第２四半期決算を発表致しました。 
売上高は、前年同期比 16.3%増の 2,057 百万円、営業利益は同 22.7%増の 165 百万円。注力する戦略領域は、

24/9 期下期より徐々に積み上げた案件実績をアピール材料とした営業活動が本格化し、前年同期比 35.5%増と１
Q に引き続き高伸しました。なお、2025 年４月１日に、M&A 仲介業を手掛けるＨＣフィナンシャル・アドバイザ
ーを完全子会社化したことによる連結効果を加算したこと、また、投資有価証券評価損 77 百万円を認識したこ
とにより、売上高は前回発表予想を上回り、当期純利益は下回る見通しとなりましたので、修正を行うこととい
たしました。詳細につきましては、添付のプレスリリースをご参照ください。 
 
----------以下プレスリリース----------- 
 
■2025 年 9 月期 第 2 四半期ハイライト 
 
【２Q 業績サマリー】 
売上高は前年同期比で 16.3%増の 2,057 百万円、営業利益は同 22.7%増の 165 百万円となりました。特に戦略

領域の売上高は 35.5%増加し 752 百万円と順調に進捗しています。なお、２Q 累計の売上高は 4,071 百万円、営
業利益は 378 百万円で、それぞれの進捗率は、連結業績予想の修正値に対し、売上高が 45.7%、営業利益が
59.6%となっています。 
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【売上高と EBITDA の四半期推移】 
 過去 2 四半期、戦略領域は QoQ でも 2 桁増収を確保し全社成長を牽引しています。一方、SES は戦略領域への 
人員シフトや旧 CLS の離職増もあり、QoQ で減収となりました。引き続き採用費を投入し、増員・定着に注力し
てまいります。全社 EBITDA は、前年同期比で 19.7%増と、採用費等の先行費用が嵩む中でも増益を確保しまし
た。売上高の増加に伴い限界利益が拡大しています。 
 

 
 
【バランスシートと自己資本比率の四半期推移】 
25 年 3 月末の自己資本比率は 39.5%で、目安とする財務レバレッジへの回帰を実現しました。引き続き、資金

効率よく創出 Cash を再投資または株主還元に振り向け、スピーディな企業価値向上を実現してまいります。 
 

 
 



■通期業績予想の修正 
2025 年４月１日に、M&A 仲介業を手掛けるＨＣフィナンシャル・アドバイザーを完全子会社化したことによる

連結効果を加算したこと、また、2023 年４月 25 日に公表した㈱アドバンスト・メディアとの資本業務提携に関
連し当時市場買付した同社株式の株価下落に伴う投資有価証券評価損 77 百万円を認識したことにより、売上高
は 8,906 百万円（前期比+24.3%）、当期純利益は 327 百万円（前期比-19.1%）となる修正を行いました。 

 
 
■通期計画の進捗状況 
25/9 期の通期業績予想の修正に対する 2Q 進捗率は、売上高が 45.7%、営業利益が 59.6%を確保しました。上方

修正後の売上高の進捗率は 50%を下回るものの、QoQ のオーガニック成長に加え、ＨＣフィナンシャル・アドバ
イザーの新規連結効果もあるため達成可能と見ています。 
 

 
 
 



■中長期経営方針（再掲） 
【計数計画】 
24/9 期は戦略領域の計画未達幅が大きくギアの入れ替えが必要と判断したことから、2024 年 11 月に、30/9 期

を最終年度とする 6 ヵ年の中長期経営方針にリバイス致しました。 
計数計画につきましては、2ndステージ最終年度にあたる 27/9 期は、M&A を含む積極投資による規模拡大と事

業構造の転換をテーマに、売上高 12,000 百万円を実現いたします。3rdステージは、投資回収とシナジー創出に
重きを置き、最終年度である 30/9 期に、EPS1,000 百万円（24/9 期比 4.0 倍）と、ROE30%超にこだわります。 
なお、EPS は、2024 年 11 月に発表した株式分割考慮前の数値であり、株式分割考慮後の目標値は 500 円となり
ます。 

 
【中長期経営方針における HCFA 買収の位置付け】 
完全子会社化によって、ＨＣフィナンシャル・アドバイザーの業績が新規連結されるだけでなく、当社とＨＣ

フィナンシャル・アドバイザーの知見を掛け合わせることで、経営コンサルティング領域への業容拡大とシナジ
ー創出による既存事業の成長加速が可能となります。当社が中長期経営方針で掲げる EPS1000 円（分割後 500
円）の達成確度向上に寄与するものと考えています。 
 

 
 
 



■EPS1,000 円へのシナリオ 
 EPS 1,000 円（株式分割後 500 円）の実現に必要な 4 大要素を順に反映する 4 つのシナリオによる補足説明で
す。 
シナリオ A：過度に資金を滞留させない、シナリオ B：M&A など再投資を強化する、シナリオ C：M&A シナジー

を創出する、シナリオ D：各子会社で持続成長をする、としてシミュレーションによる数値計画も公表していま
す。なお、本シナリオは一定の条件設定に基づくシミュレーションであり、中長期経営方針としてコミットする
値ではない点にご留意ください。 
 

 
 
 
■詳細のご案内 
詳細は当社 IR ページに掲載している 2025 年９月期 第２四半期 決算説明資料をご確認ください。 

URL：https://hch-ja.co.jp/ir/news/ 


